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『
中
立
主
義
と
非
同
盟
』

　
｝
　
今
日
、
冷
戦
は
も
は
や
東
西
両
陣
営
の
間
で
戦
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
間
に
多
数
の
非
同
盟
諸
国
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
国
際
社
会

は
三
極
化
の
現
象
を
呈
す
る
に
至
つ
て
い
る
。
こ
の
非
同
盟
現
象
の
分
析
、
研

究
に
お
い
て
、
ソ
連
に
著
し
く
立
遅
れ
、
そ
の
結
果
、
後
進
諸
地
域
に
お
い
て

極
め
て
不
利
な
立
場
に
従
来
立
た
さ
れ
て
き
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
最
近
非
同
盟

諸
国
の
研
究
に
強
い
熱
意
を
示
し
始
め
て
い
る
。
ワ
シ
ソ
ト
ン
外
政
研
究
セ
ン

タ
ー
刊
の
こ
の
論
文
集
も
ま
た
、
非
同
盟
乃
至
は
中
立
主
義
諸
国
の
行
動
の
原

理
と
実
際
的
政
策
に
多
角
的
検
討
を
加
え
、
且
つ
ア
メ
リ
カ
の
こ
れ
ら
諸
国
に

対
す
る
従
来
の
政
策
を
分
析
、
批
判
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
政
府
部
内
の
政
策

決
定
者
達
を
啓
蒙
す
る
と
い
う
意
図
の
下
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
論
文
集
は
、
次
の
一
一
の
論
文
か
ら
成
つ
て
い
る
。
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こ
の
う
ち
、
初
め
の
七
章
は
、
主
と
し
て
新
興
国
の
性
格
と
そ
の
非
同
盟
政

策
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
り
、
後
半
の
四
章
は
、
非
同
盟
諸
国
と
ア
メ
リ
カ
の

外
交
政
策
と
の
相
関
関
係
を
一
層
直
接
に
扱
つ
た
も
の
で
あ
る
。
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④
日
旦
顕
の
ロ
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ー
ト
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の
論
文
「
新
興
国
に
お
け
る

外
交
政
策
の
決
定
要
素
と
し
て
の
国
造
り
」
（
寧
甲
冨
）
は
、
新
興
国
の
外
交

政
策
が
、
そ
の
国
造
り
（
器
事
菖
ま
一
轟
）
の
要
求
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て

い
る
こ
と
を
強
調
す
る
．
彼
に
よ
れ
ば
、
近
代
国
家
と
い
う
も
の
は
、
安
定
し

た
国
境
線
を
保
有
し
、
井
、
の
国
境
内
の
行
政
権
が
完
成
さ
れ
、
国
民
が
統
『
さ

れ
、
政
府
が
有
能
な
統
治
を
行
う
こ
と
の
上
に
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
新
興

国
は
こ
の
い
ず
れ
を
と
つ
て
も
問
題
が
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
法
律
上
の
国
家
と

し
て
の
承
認
を
受
け
た
も
の
の
、
国
家
と
し
て
効
果
的
に
機
能
す
る
能
力
を
全



く
備
え
て
い
な
い
．
従
つ
て
．
国
造
り
の
要
求
が
が
れ
ら
に
と
（
ノ
て
至
上
命
令

と
な
り
、
新
興
国
の
外
交
政
策
も
ま
た
こ
の
国
造
り
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
そ
の

主
た
る
任
務
と
す
る
。
そ
れ
を
機
能
別
に
分
類
す
れ
ば
、
第
一
は
、
植
民
地
支

配
に
対
す
る
革
命
の
継
続
と
し
て
の
外
交
政
策
で
あ
る
。
新
興
国
に
お
け
る
最

大
の
団
結
要
素
で
あ
り
、
国
内
的
矛
盾
と
困
難
を
救
う
最
大
の
要
素
で
あ
る
反

植
民
地
主
義
は
、
独
立
に
よ
つ
て
外
国
の
直
接
の
支
配
の
脅
威
が
な
く
な
っ
た

現
在
で
も
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
．
外
交
政
策
は
、
こ
の
反
植
民
地
主
義
革

命
の
も
つ
団
結
的
役
割
を
永
続
化
さ
せ
る
こ
と
を
第
一
の
任
務
と
す
る
。
第
二

は
、
新
興
国
の
国
民
的
統
一
と
完
成
の
た
め
の
外
交
政
策
で
あ
る
。
そ
の
大
部

分
の
市
民
が
国
家
社
会
の
一
員
と
し
て
の
意
識
を
欠
く
新
興
国
は
、
そ
の
内
包

す
る
多
数
の
分
解
要
素
の
充
満
に
あ
え
い
で
い
る
。
こ
の
長
く
閉
ざ
さ
れ
て
い

た
国
民
的
統
一
を
完
成
し
、
国
民
の
能
力
を
広
く
内
外
に
示
威
す
る
本
質
的
必

要
性
へ
の
反
応
と
し
て
の
外
交
政
策
の
役
割
が
存
在
す
る
。
第
三
に
は
、
そ
の

現
実
的
、
政
治
的
側
面
と
し
て
、
新
興
国
の
政
治
指
導
者
達
の
権
力
獲
得
の
具

と
し
て
の
外
交
政
策
が
あ
る
。
指
導
老
の
名
声
を
高
め
る
た
め
に
、
ま
た
国
内

進
歩
派
の
急
進
的
政
策
を
回
避
す
る
た
め
に
、
時
に
は
外
交
の
場
が
極
め
て
有

効
に
利
用
さ
れ
う
る
。
第
四
に
、
国
内
に
お
け
る
外
国
勢
力
を
縮
少
す
る
手
段

と
し
て
の
外
交
政
策
が
あ
る
。
前
記
三
つ
の
外
交
政
策
の
場
合
と
同
様
、
こ
こ

で
も
非
同
盟
政
策
が
そ
の
も
つ
と
も
効
果
的
外
交
政
策
と
し
て
登
場
す
る
。
即

ち
、
単
一
の
外
国
勢
力
か
ら
強
い
影
響
を
う
け
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
の
、

　
「
従
属
の
多
様
化
に
よ
る
政
治
的
均
衡
維
持
の
術
」
と
し
て
の
非
同
盟
政
策
で

あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
多
く
の
場
合
非
同
盟
政
策
と
い
う
形
を
と
つ
て
現
わ
れ
る

紹
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新
興
国
の
外
交
政
策
は
、
常
に
そ
の
国
造
り
の
要
求
と
密
接
不
可
分
に
結
び
つ

い
て
い
る
。
新
興
国
に
と
つ
て
は
、
外
交
政
策
は
、
「
対
外
的
反
応
で
は
な
く
、

主
と
し
て
国
内
に
向
つ
て
の
反
応
て
あ
り
、
他
の
手
段
に
よ
り
追
求
さ
れ
る
国

内
政
策
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
グ
ッ
ド
は
結
論
す
る
。

　
＠
　
同
じ
く
グ
ッ
ド
の
論
文
「
コ
ン
ゴ
ー
の
危
機
－
独
立
後
の
植
民
地
政

治
の
一
研
究
」
（
℃
や
ω
や
8
）
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
新
興
国
の
研
究
に

際
し
て
、
経
済
学
者
は
「
低
開
発
性
（
β
巳
①
三
①
お
一
8
a
）
」
を
、
文
化
人
類
学
者

は
「
伝
統
対
近
代
化
（
＃
＆
三
g
毒
冨
羨
ヨ
＆
Φ
旨
ぎ
菖
。
づ
）
」
を
、
政
治
学
者
は

「
社
会
の
政
治
化
（
を
鐸
§
N
豊
8
。
；
＆
①
蔓
）
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
概
念
と

し
て
把
え
る
が
、
国
際
関
係
の
研
究
家
に
は
「
植
民
地
解
放
期
（
塞
ぎ
一
。
三
巴

Φ
邑
」
の
概
念
が
そ
の
研
究
の
主
た
る
道
標
と
な
る
と
い
う
。

　
こ
の
論
文
で
は
、
コ
ン
ゴ
ー
危
機
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
ー
デ
ィ
を
通
じ
て
、
新

興
国
内
部
に
み
ら
れ
る
広
汎
な
政
治
的
分
裂
を
指
摘
す
る
。
今
日
我
々
は
、
植

民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
興
国
の
内
部
的
紛
争
に
始
つ
た
問
題
が
、

一
夜
に
し
て
冷
戦
の
渦
中
に
捲
込
ま
れ
、
国
際
的
紛
争
と
な
る
の
を
し
ば
し
ば

み
る
が
、
こ
の
新
興
国
の
内
部
的
分
裂
に
際
し
て
共
通
し
て
み
ら
れ
る
特
徴

は
、
急
進
派
、
保
守
派
、
穏
健
派
へ
の
三
分
化
の
現
象
で
あ
る
。

　
コ
ン
ゴ
ー
事
件
で
も
、
ル
ム
ン
バ
、
ギ
ゼ
ン
ガ
等
急
進
的
民
族
主
義
者
、
ツ

オ
ン
ベ
、
カ
ロ
ン
ジ
等
保
守
的
分
離
主
義
者
、
カ
サ
ブ
ブ
、
モ
ブ
ツ
等
穏
健
的

民
族
主
義
者
の
三
派
に
分
れ
て
争
い
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
カ
サ
ブ
ラ
ン

カ
派
五
力
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
支
持
を
う
け
た
急
進
派
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
的

発
想
は
、
「
ネ
オ
コ
・
ニ
ア
リ
ズ
ム
」
に
基
礎
を
お
く
。
か
れ
ら
に
よ
れ
ば
、

新
植
民
地
主
義
は
、
形
式
上
の
主
権
を
与
え
る
が
、
政
治
的
手
段
以
外
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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四
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に
よ
り
、
依
然
と
し
て
旧
本
国
へ
の
従
属
を
不
可
避
的
な
も
の
と
す
る
擬
装
独

立
、
新
独
立
国
の
国
家
的
統
一
を
防
ぐ
、
政
治
的
バ
ル
カ
ン
化
、
新
植
民
地
主

義
者
の
手
先
と
な
つ
て
い
る
国
内
の
敵
と
い
う
三
つ
の
構
成
要
素
か
ら
成
る

が
、
こ
の
よ
う
な
新
植
民
地
主
義
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
新
興
国
で
は
、

完
全
な
主
権
国
家
間
の
国
際
関
係
を
支
配
す
る
規
則
と
は
異
つ
た
別
の
規
則
が

適
用
さ
れ
る
の
も
止
む
を
え
な
い
と
す
る
。

　
旧
フ
ラ
ン
ス
自
治
領
の
大
半
の
国
の
支
持
を
う
け
た
コ
ン
ゴ
ー
に
お
け
る
保

守
派
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
現
状
維
持
に
す
べ
て
を
発
す
る
。
現
国
境
を
維
持

し
、
旧
本
国
お
よ
び
ヨ
！
・
ッ
パ
と
の
協
力
に
よ
つ
て
そ
の
国
の
繁
栄
を
求
め

ん
と
す
る
。

　
こ
の
中
間
に
あ
る
の
が
穏
健
派
で
、
コ
ン
ゴ
ー
に
お
け
る
ベ
ル
ギ
ー
の
態
度

を
非
難
し
、
ベ
ル
ギ
i
兵
の
撤
退
に
賛
成
し
た
が
、
同
時
に
、
コ
ン
ゴ
！
の
発

展
の
た
め
の
ベ
ル
ギ
ー
の
援
助
も
望
ん
で
い
る
．
急
進
派
が
新
植
民
地
主
義

を
．
保
守
派
が
共
産
主
義
を
そ
れ
ぞ
れ
不
具
戴
天
の
敵
と
断
定
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
穏
健
派
は
か
か
る
断
定
を
避
け
る
。
法
の
ル
ー
ル
と
秩
序
保
持
が
．

か
れ
ら
の
行
動
の
第
一
義
的
要
素
で
あ
る
。
イ
ン
ド
、
壬
ア
ィ
オ
ピ
ア
等
の
諸

国
が
こ
の
立
場
を
支
持
し
、
国
連
軍
に
全
面
的
協
力
を
行
つ
て
き
た
．

　
し
か
も
、
植
民
地
解
放
時
代
の
新
興
国
の
直
面
す
る
中
心
問
題
即
ち
、
い
か

に
こ
れ
ら
新
興
国
を
組
織
す
る
か
、
い
か
に
旧
本
国
と
の
関
係
を
確
立
す
る

か
、
旧
植
民
地
関
係
に
代
る
新
し
い
国
際
関
係
に
い
か
に
対
処
す
る
か
等
の
問

題
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
三
派
へ
の
分
裂
の
傾
向
は
、
単
に
コ
ン
ゴ
ー
事
件
に
み

ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
広
く
新
興
国
一
般
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
現
象
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
分
裂
は
、
か
れ
ら
が
冷
戦
の
渦
中
に
捲
込
ま
れ
た
こ
と
に
原
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〇
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）

因
が
あ
る
の
で
は
な
く
．
そ
の
分
裂
の
存
在
す
る
こ
と
が
、
か
れ
ら
を
冷
戦
の

渦
中
に
追
い
や
つ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
べ
ぎ
で
あ
る
。

　
の
　
ヂ
ョ
ー
ヂ
・
リ
ス
カ
の
論
文
「
第
三
党
i
非
同
盟
の
合
理
性
」
（
等

。。

？
8
〉
は
、
新
興
国
に
お
け
る
非
同
盟
乃
至
は
中
立
主
義
が
、
伝
統
的
な
反

同
盟
の
思
想
と
行
動
の
パ
タ
ー
ン
に
多
く
の
点
で
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
認
め

な
が
ら
も
、
現
代
の
非
同
盟
が
、
核
兵
器
の
出
現
と
西
欧
植
民
地
主
義
と
い
う

二
つ
の
要
素
を
背
景
と
し
て
い
る
点
に
そ
の
相
違
の
源
を
求
め
る
。
彼
は
更

に
、
非
同
盟
と
中
立
主
義
を
も
区
別
し
、
非
同
盟
は
、
国
内
的
安
定
と
国
家
的
安

全
保
障
の
た
め
要
求
さ
れ
る
条
件
の
合
理
的
評
価
の
上
に
決
定
さ
れ
う
る
が
、

ミ
リ
タ
ノ
ト

闘
争
的
中
立
主
義
政
策
は
、
非
合
理
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
：
的
先
入
観
や
、
余
り

に
現
実
的
な
援
助
の
追
求
に
よ
つ
て
強
く
影
響
さ
れ
が
ち
で
あ
る
と
す
る
。
外

部
の
脅
威
に
対
す
る
恐
怖
あ
る
い
は
、
そ
の
国
の
経
済
的
必
要
性
や
利
益
は
、

小
国
に
同
盟
を
も
非
同
盟
を
も
醸
成
し
う
る
の
で
あ
つ
て
、
小
国
に
と
つ
て
こ

の
選
択
の
基
準
と
な
る
の
は
、
特
殊
の
、
目
前
の
脅
威
や
経
済
的
利
益
お
よ

び
．
歴
史
的
経
験
や
政
治
文
化
等
無
形
の
伝
統
で
あ
る
。
そ
の
際
、
国
内
の
分

裂
、
不
満
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
．
そ
の
国
の
指
導
者
達
は
、
非
同
盟
を

越
え
て
、
闘
争
的
中
立
主
義
の
政
策
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
多
く
が
非
共
産
主
義
的
マ
ル
キ
ス
ト
で
あ
る
中
立
主
義
者
は
、

　
　
　
テ
ド
ゼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ノ
チ
テ
ヨ
ゼ

西
欧
的
定
立
に
対
し
ソ
ビ
ニ
ト
的
反
定
立
を
と
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
か
れ
ら
自

　
　
ノ
ノ
テ
ロ
ゼ

身
の
綜
合
へ
の
道
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
ω
　
ア
ー
ネ
ス
ト
・
レ
フ
ヴ
ァ
ー
（
明
o
冨
碍
ロ
ら
9
一
畠
昏
卑
『
警
¢
誘
8
凶
辞
a
＆
9

些
Φ
ぎ
呂
彗
。
♂
り
∪
9
。
冨
Φ
＞
轟
ケ
、
罷
）
　
の
論
文
「
ネ
ー
ル
、
ナ
セ
ル
、
　
エ
ン

ク
ル
マ
の
中
立
主
義
」
ε
・
8
山
8
）
は
、
中
立
主
義
諸
国
の
も
つ
と
も
代
表



的
な
三
人
の
指
導
者
を
選
ん
で
、
か
れ
ら
の
中
立
主
義
の
間
に
み
ら
れ
る
異
同

を
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
中
立
主
義
指
導
者
達
の
も
つ
四
つ
の
最
高
目
的
は
、

政
治
的
独
立
の
確
立
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
植
民
地
主
義
の
残
屑
の
排
除
、
国
民
経
済

の
発
展
お
よ
び
大
国
間
の
衝
突
緩
和
に
あ
る
が
、
ネ
ー
ル
、
ナ
セ
ル
、
エ
ン
ク

ル
マ
の
三
人
に
よ
れ
ば
、
非
同
盟
は
次
の
六
つ
の
利
益
を
も
た
ら
す
。
非
同
盟

は
e
政
治
的
自
由
と
独
立
を
保
証
し
、
国
家
的
自
尊
と
道
徳
維
持
に
貞
献
す

る
、
⇔
表
現
と
行
動
の
完
全
な
自
由
を
保
証
す
、
目
自
己
に
無
関
係
の
紛
争
に

介
入
す
る
こ
と
か
ら
小
国
を
守
る
、
四
経
済
発
展
の
た
め
の
貴
重
な
財
源
資
源

を
軍
事
的
義
務
に
と
ら
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
、
㈲
冷
戦
中
双
方
か
ら
経
済
援
助
を

求
め
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
、
㈹
地
方
的
問
題
が
冷
戦
に
捲
込
ま
れ
て
解
決
困

難
に
な
る
の
を
防
ぐ
。

　
こ
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、
一
応
原
則
的
に
一
致
し
て
い
る
三
人
も
、
個
々

の
点
に
つ
い
て
更
に
分
析
し
て
み
る
と
可
成
り
の
相
違
が
あ
る
。
例
え
ば
、
東

西
両
陣
営
の
対
立
を
緩
和
し
、
紛
争
を
解
決
す
る
任
務
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ネ

ー
ル
は
核
戦
争
の
危
機
を
和
げ
る
こ
と
に
強
い
関
心
を
も
ち
、
冷
戦
調
停
者
と

し
て
の
非
同
盟
諸
国
の
役
割
を
高
く
評
価
す
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
ネ
ー
ル
の

外
交
政
策
は
、
反
植
民
地
主
義
と
平
和
主
義
の
二
本
の
柱
の
上
に
形
成
さ
れ
て

い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
戦
争
の
根
本
的
原
因
は
．
実
際
の
利
害
関
係
の
衝
突
に

あ
る
よ
り
も
む
し
ろ
相
互
の
不
信
、
恐
怖
、
誤
解
に
あ
る
。
従
つ
て
、
国
際
社

会
に
信
頼
と
理
解
の
空
気
を
醸
成
し
、
「
平
和
的
雰
囲
気
（
。
一
ぎ
導
Φ
－
9
ら
雷
8
）
」

を
作
る
こ
と
が
、
外
交
の
主
要
目
的
と
な
ら
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
彼

の
考
え
か
ら
は
、
バ
ラ
ソ
サ
ー
と
し
て
の
第
三
勢
力
の
構
想
は
到
底
出
て
こ
な

　
　
　
紹
介
と
批
評

い
．　

エ
γ
ク
ル
マ
ば
、
ネ
ー
ル
と
同
じ
よ
う
に
冷
戦
調
停
者
的
役
割
を
強
調
す
る

が
、
中
立
主
義
諸
国
に
よ
る
非
核
保
有
第
三
勢
力
の
樹
立
或
は
、
東
西
両
ブ
・

ッ
ク
間
に
バ
ラ
ソ
サ
ー
的
役
割
を
も
つ
戦
争
防
止
軍
の
設
置
等
の
積
極
的
構
想

を
も
ち
ネ
ー
ル
よ
り
も
ミ
リ
タ
ソ
ト
て
あ
る
。
エ
ン
ク
ル
マ
や
ナ
セ
ル
は
、
ネ

ー
ル
が
す
べ
て
の
同
盟
に
反
対
で
あ
る
の
と
異
つ
て
、
東
西
両
陣
営
に
コ
、
・
・
ッ

ト
し
な
い
同
盟
に
は
必
ず
し
も
反
対
で
な
い
。

　
ナ
セ
ル
に
と
つ
て
は
、
冷
戦
は
第
二
義
的
関
心
事
で
あ
る
。
彼
の
主
た
る
関

心
は
、
ア
ラ
ブ
の
利
益
に
、
ま
た
彼
の
リ
！
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
ア
ラ
ブ
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
押
進
め
る
こ
と
に
あ
る
。
ナ
セ
ル
は
、
冷
戦
の
調
停
者
と
な

る
よ
り
も
、
冷
戦
を
彼
の
政
治
的
目
標
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
に
関
心
を
抱

く
。
従
つ
て
、
彼
の
中
立
主
義
は
、
ネ
ー
ル
に
比
べ
て
遙
か
に
曖
昧
で
、
不
正

確
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
こ
の
三
者
の
中
立
主
義
の
検
討
か
ら
、
著
者
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
中

立
主
義
に
み
ら
れ
る
一
般
的
特
徴
と
し
て
次
の
諸
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
e
中

立
主
義
諸
国
に
と
つ
て
、
世
界
政
治
に
お
け
る
第
一
の
関
心
事
は
、
民
族
主
義

と
植
民
地
主
義
間
の
闘
争
で
あ
り
、
共
産
主
義
世
界
と
自
由
世
界
或
は
政
治
制

度
と
し
て
の
共
産
主
義
と
西
欧
民
主
主
義
間
の
闘
争
で
は
な
い
．
彼
ら
の
利
益

と
目
標
に
対
す
る
主
た
る
脅
威
は
、
共
産
主
義
で
は
な
く
植
民
地
主
義
で
あ

る
、
ω
中
立
主
義
乃
至
は
非
同
盟
は
、
主
と
し
て
冷
戦
に
対
す
る
小
国
の
反
応

で
あ
り
．
第
二
に
植
民
地
的
過
去
を
も
つ
小
国
に
勃
興
す
る
民
族
主
義
の
産
物

で
あ
る
、
㊧
三
人
の
指
導
者
は
（
ネ
ー
ル
が
、
も
つ
と
も
強
く
．
ナ
セ
ル
は
も
つ

と
も
消
極
的
に
で
は
あ
る
が
4
、
し
ぽ
し
ば
崇
高
な
道
徳
的
原
理
に
よ
つ
て
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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九
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九
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

非
同
盟
を
説
明
し
、
正
当
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
家
的
利
益
へ
の
奉
仕
と

い
う
第
一
義
的
な
外
交
政
策
の
任
務
の
制
限
の
下
で
行
わ
れ
る
彼
ら
の
中
立
主

義
へ
の
忠
誠
は
、
教
義
的
と
い
う
よ
り
は
実
用
的
で
あ
り
、
絶
対
的
と
い
う
よ

り
は
手
段
的
で
あ
り
、
ま
た
永
久
的
と
い
う
よ
り
は
過
渡
的
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
、
四
中
立
主
義
諸
国
も
ま
た
、
冷
戦
の
存
在
に
苦
し
み
、
且
つ
利
益
を
う

け
て
い
る
が
、
少
く
と
も
短
期
的
に
み
れ
ば
、
そ
の
利
益
は
苦
し
み
よ
り
大
で

あ
る
、
㊨
中
立
主
義
諸
国
は
、
理
論
的
に
は
．
単
独
も
し
く
は
ブ
・
ッ
ク
と
し

て
、
勢
力
均
衡
の
担
い
手
と
な
り
う
る
が
、
核
兵
器
時
代
の
今
日
こ
の
役
割
は

実
現
し
が
た
い
。
ま
た
、
中
立
主
義
諸
国
は
、
団
結
的
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
る
に
充

分
な
、
歴
史
的
、
文
化
的
、
経
済
的
背
景
を
も
た
な
い
。
大
国
が
そ
の
妥
協
に

同
意
し
た
時
は
じ
め
て
、
中
立
主
義
国
の
調
停
者
と
し
て
の
役
割
は
効
果
的
と

な
り
、
ま
た
手
段
的
貢
献
を
な
し
う
る
、
㊨
中
立
主
義
は
．
絶
対
的
原
理
に
根

ざ
し
た
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
環
境
の
産
物
で
あ
る
の
で
、
条
件
の
変
化
に
応

じ
て
、
中
立
主
義
国
家
の
外
交
政
策
に
も
一
定
の
順
応
が
み
ら
わ
る
で
あ
ろ

う
。　

㈹
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ウ
ィ
ル
コ
ッ
ク
ス
の
論
文
「
非
同
盟
諸
国
と
国
連
」

（
著
・
誌
7
ま
一
）
は
、
非
同
盟
諸
国
が
国
連
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
も
つ

影
響
と
役
割
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
。
非
同
盟
諸
国
は
、
大
国
或
は
大
国
と

同
盟
関
係
を
も
つ
諸
国
と
違
つ
て
、
そ
の
独
立
と
安
全
の
保
障
を
全
面
的
に
国

連
に
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
．
か
れ
ら
は
国
連
の
重
要
性
を
声
を
大

に
し
て
唱
弛
て
い
る
。
L
か
し
、
大
部
分
の
非
同
盟
諸
国
の
国
連
に
対
す
る
関

心
と
期
待
ほ
、
植
民
地
主
義
と
帝
国
主
義
の
排
除
に
あ
り
、
国
連
の
直
面
し
て

い
る
軍
縮
、
紛
争
と
平
和
の
維
持
の
よ
う
な
問
題
も
、
こ
の
間
題
の
前
で
は
か
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〇
　
　
　
（
九
五
〇
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れ
ら
に
と
つ
て
第
二
義
的
重
要
性
し
か
も
た
な
い
。

　
従
来
の
国
連
総
会
に
お
け
る
投
票
傾
向
は
、
反
植
民
地
主
義
、
反
人
種
差

別
、
後
進
国
の
経
済
発
展
等
の
問
題
に
お
い
て
、
非
同
盟
諸
国
が
ブ
・
ッ
ク
と

し
て
投
票
し
、
共
通
の
感
情
を
も
つ
こ
と
を
示
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
越
え
た
一
般
的
間
題
に
つ
い
て
、
か
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
共
通
の
理

念
や
イ
デ
オ
・
ギ
ー
は
存
在
せ
ず
、
実
際
に
は
、
重
要
問
題
で
し
ば
し
ば
分
裂

的
行
動
を
と
つ
て
い
る
。
従
つ
て
、
非
同
盟
諸
国
五
〇
力
国
の
国
連
に
対
す
る

イ
ン
パ
ク
ト
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
植
民
地
関
係
の
間
題
を
除
い
て
は
、
現
実
的

と
い
う
よ
り
は
潜
在
的
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
一
五
、
一
六
総
会
に
お
け
る
八
○
の
投
票
分
析
の
結
果
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ

カ
と
ソ
連
の
票
が
分
れ
た
時
、
非
同
盟
諸
国
は
、
ア
メ
リ
カ
と
二
六
・
一
％
、

ソ
連
と
二
九
・
二
％
の
同
一
票
を
投
じ
、
ほ
ぼ
東
西
両
陣
営
に
対
し
て
中
立
的

立
場
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
し
か
し
、
最
近
の
国
連
総
会
に
お
け
る
投
票

で
、
か
れ
ら
の
棄
権
率
が
極
め
て
高
ま
つ
て
い
る
傾
向
は
、
両
陣
営
の
間
に
立

つ
て
、
ど
ち
ら
の
敵
意
を
も
避
け
た
い
と
い
う
考
慮
、
冷
戦
に
捲
込
ま
れ
た
く

な
い
と
い
う
考
慮
に
基
く
も
の
と
思
わ
れ
、
非
同
盟
諸
国
が
国
連
に
お
い
て
非

常
な
デ
ィ
レ
ン
マ
に
陥
つ
て
い
る
こ
と
を
物
語
つ
て
い
る
。

　
更
に
、
非
同
盟
諸
国
の
大
部
分
が
国
際
間
題
に
無
経
験
で
、
知
識
に
乏
し

く
、
総
会
に
お
い
て
も
無
責
任
且
つ
統
制
し
が
た
い
要
素
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ

と
、
ま
た
か
れ
ら
が
西
側
諸
国
と
共
産
圏
諸
国
に
対
し
て
、
そ
の
価
値
判
断
に

際
し
て
二
重
の
某
準
を
も
つ
点
に
つ
い
て
、
国
連
の
危
機
と
し
て
強
い
批
判
が

出
て
い
る
。
確
か
に
、
・
て
の
種
の
憂
膚
す
べ
き
傾
向
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、

か
れ
ら
が
そ
の
安
全
保
障
と
繁
栄
を
国
連
に
求
め
で
、
い
る
こ
と
、
か
れ
ら
の
国



連
へ
の
効
果
的
、
忠
誠
的
支
持
が
、
非
同
盟
諸
国
の
進
歩
と
世
界
の
平
和
と
い

う
目
的
に
合
致
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
本
質
的
利
害
関
係
の

一
致
が
、
非
同
盟
諸
国
と
国
連
の
関
係
の
将
来
に
、
若
干
の
明
る
い
光
を
投
げ

か
け
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
＠
　
ヴ
ェ
ル
ナ
ン
、
ア
ス
パ
チ
ュ
リ
ア
ン
の
論
文
「
革
命
的
変
革
と
現
状
維

持
の
戦
術
」
（
召
一
叙
山
3
）
は
、
革
命
的
情
熱
に
沸
立
つ
て
い
る
後
進
諸
国

と
、
こ
の
社
会
革
命
の
阻
止
に
懸
命
の
西
側
諸
国
を
対
照
せ
し
め
、
後
者
が
あ

く
ま
で
も
防
衛
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
維
持
と
は
何
か
．
ま
た
そ
れ
を
維

持
す
る
に
も
つ
と
も
効
果
的
な
戦
術
は
何
で
あ
ろ
う
か
と
問
題
を
提
起
す
る
。

後
進
国
に
お
い
て
革
命
の
主
た
る
目
標
と
な
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
第
一

に
は
、
土
着
の
封
建
的
遺
物
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
政
治
的
経
済
的
な
外
国
支

配
、
植
民
的
支
配
で
あ
る
。
こ
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
西
側
諸
国
は
概
し
て

現
状
維
持
の
側
に
立
ち
、
攻
撃
さ
れ
て
い
る
現
状
の
主
た
る
擁
護
者
と
な
つ
て

い
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
に
も
論
理
的
に
も
、
西
側
諸
国
に
よ
る
現
状
維
持
の

無
差
別
的
支
持
は
、
反
つ
て
逆
効
果
を
与
え
る
も
の
で
あ
つ
て
、
む
し
ろ
、
革

命
を
支
持
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
現
状
維
持
が
も
つ
と
も
良
く
守
ら
れ
る
こ
と

の
方
が
多
い
こ
と
を
著
者
は
指
摘
す
る
。

　
次
い
で
彼
は
、
後
進
地
域
に
お
け
る
革
命
対
現
状
維
持
と
い
う
、
対
立
す
る

二
つ
の
政
治
的
、
社
会
的
現
象
を
階
級
分
析
的
手
法
を
用
い
て
解
明
し
よ
う
と

す
る
。
欧
米
諸
国
が
擁
護
し
た
い
と
考
え
て
い
る
現
状
維
持
は
、
い
う
ま
で
も

な
く
今
日
西
側
諸
国
に
支
配
的
に
み
ら
れ
る
中
流
階
級
の
社
会
秩
序
（
邑
＆
一
。
－

。
一
毯
§
巨
。
邑
8
で
あ
り
、
一
層
正
確
に
は
、
共
産
主
義
国
家
に
お
け
る
プ

・
レ
タ
リ
ア
社
会
主
義
と
対
比
的
な
「
中
流
階
級
社
会
主
義
」
制
度
で
あ
る
。

　
　
　
紹
介
と
批
評

後
進
国
の
革
命
的
エ
リ
ー
ト
は
、
西
欧
流
の
「
中
流
階
級
」
な
い
し
は
「
ブ
ル

ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
と
は
種
々
の
点
で
異
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
か
れ
ら
は

明
か
に
中
流
階
級
と
い
う
べ
き
特
徴
を
具
え
て
い
る
（
亭
嵩
o
。
ゐ
）
の
で
あ
つ

て
、
か
れ
ら
の
支
配
的
な
社
会
は
矢
張
り
「
中
流
階
級
社
会
」
と
い
え
る
。
著

者
に
よ
れ
ぽ
後
進
国
の
性
格
は
、
自
由
対
奴
隷
制
、
民
主
主
義
対
専
制
主
義
、

或
は
資
本
主
義
対
共
産
主
義
と
い
つ
た
政
治
的
、
経
済
的
制
度
に
よ
つ
て
で
な

く
、
む
し
ろ
．
そ
の
国
の
理
念
社
会
体
系
（
募
。
の
8
芭
塁
器
ヨ
）
即
ち
、
そ
の

社
会
で
最
大
の
力
と
影
響
力
を
も
つ
中
心
階
級
は
誰
か
と
い
う
こ
と
に
よ
つ
て

決
定
さ
れ
る
．

　
さ
て
、
実
質
的
に
は
そ
の
社
会
の
技
術
的
、
専
門
的
分
野
を
独
占
し
て
い
な

が
ら
、
社
会
的
地
位
、
政
治
的
権
力
、
物
質
的
報
酬
に
恵
ま
れ
な
い
後
進
国
の

官
僚
知
識
人
（
中
流
階
級
）
は
、
そ
の
主
た
る
敵
で
あ
る
外
国
資
本
家
と
土
地

貴
族
達
に
対
し
て
敵
意
を
も
や
し
、
そ
の
仲
間
で
あ
る
職
業
軍
人
の
力
、
或
は
労

働
者
階
級
の
力
を
利
用
し
て
革
命
を
起
し
、
権
力
の
座
に
近
づ
こ
う
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
後
進
国
に
大
き
な
国
際
企
業
、
コ
ン
ソ
ル
チ
ア
ム
等
を
も
つ
イ

ン
タ
レ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
は
、
西
欧
文
明
の
危
機
を
叫
び
、
革
命
的
中
流
階
級

と
戦
い
、
反
動
的
封
建
制
度
を
支
持
す
る
よ
5
本
国
に
要
請
す
る
。

　
し
か
し
、
す
べ
て
の
後
進
国
に
お
い
て
、
封
建
的
支
配
階
級
が
死
滅
し
つ
つ

あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
変
つ
て
中
流
階
級
民
族
主
義
者
が
支
配
的
と
な
り
つ
つ
あ

る
こ
と
は
明
か
で
、
こ
の
歴
史
的
趨
勢
に
逆
つ
て
、
あ
く
ま
で
も
封
建
的
支
配

階
級
と
外
国
資
本
家
を
支
持
す
る
こ
と
は
、
中
流
階
級
を
直
線
的
に
ソ
連
の
手

中
に
追
い
や
る
こ
と
と
な
り
、
果
し
て
西
欧
諸
国
の
国
家
的
利
益
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
　
　
（
九
五
一
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

　
今
日
、
い
か
な
る
後
進
国
、
ま
た
い
か
な
る
社
会
秩
序
に
お
い
て
も
、
国
民

は
、
そ
の
生
活
す
る
社
会
秩
序
に
対
す
る
態
度
に
お
い
て
、
現
状
維
持
派
、
現

状
打
破
派
、
無
関
心
派
に
三
大
分
で
き
る
。
現
状
維
持
派
が
、
現
状
打
破
派
よ

り
強
け
れ
ば
、
社
会
秩
序
は
安
定
し
て
い
る
が
、
国
内
の
不
満
が
何
ら
か
の
理

由
で
高
ま
れ
ば
、
無
関
心
派
が
現
状
打
破
派
と
合
流
し
て
革
命
状
態
が
生
ま
れ

る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
を
前
提
に
し
た
階
級
分
析
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
、
現
状
維
持
を
擁
護
す
る
た
め
に
次
の
三

つ
の
基
本
的
戦
術
を
と
り
う
る
．
e
そ
の
戦
術
の
限
界
を
認
め
な
が
ら
も
．
依

然
と
し
て
現
在
の
封
建
政
権
と
共
存
的
関
係
を
つ
づ
け
、
外
部
的
攻
撃
或
は
内

部
的
暴
動
に
対
し
か
れ
ら
を
支
持
す
る
、
O
現
在
の
支
配
階
級
に
よ
つ
て
行
わ

れ
る
「
上
か
ら
の
革
命
」
を
支
持
す
る
、
㊧
封
建
階
級
を
見
捨
て
、
中
流
階
級
民

族
主
義
運
動
に
支
持
を
与
え
る
。
第
一
の
戦
術
は
、
ア
メ
リ
カ
が
好
ん
で
使
う

政
策
で
、
そ
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
、
政
治
形
体
な
ど
に
関
係
な
く
、
反
共
産
主
義

の
社
会
秩
序
の
擁
護
者
で
あ
る
こ
と
を
唯
一
の
理
由
に
支
持
が
与
え
ら
れ
る
．

こ
れ
は
通
常
、
外
部
の
攻
撃
か
ら
現
政
府
を
守
る
と
と
も
に
、
国
内
の
革
命
勢

力
と
も
戦
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
現
状
維
持
の
諸
政
策
中
も
つ
と
も
非
効
果
的

な
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
経
済
上
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
・
グ

ル
ー
プ
か
ら
は
も
つ
と
も
望
ま
れ
る
政
策
な
の
で
あ
る
．
イ
ラ
ク
で
失
敗
し
、

イ
ラ
ン
、
南
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
で
現
在
と
ら
れ
て
い
る
戦
術
は
こ
れ
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
、
目
覚
ま
し
く
興
隆
し
つ
つ
あ
る
新
興
国
の
中
流
階
級
と
戦

い
、
死
滅
し
つ
つ
あ
る
封
建
社
会
制
度
の
保
持
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
長
期
的
な
成
功
の
可
能
性
は
全
く
な
い
。

　
第
二
の
戦
術
「
上
か
ら
の
革
命
」
は
、
社
会
秩
序
に
著
し
い
脅
威
を
与
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
コ
一
　
　
　
（
九
五
二
）

こ
と
な
く
、
社
会
構
造
の
変
革
を
行
い
う
る
も
つ
と
も
効
果
的
な
方
法
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
支
配
階
級
が
、
内
部
的
力
の
均
衡
を
、
自
ら
整
え
、
社

会
的
．
経
済
的
構
造
を
改
革
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
主
と
し
て
従
来
の
無
関
心

派
に
、
「
再
編
さ
れ
た
社
会
秩
序
」
の
維
持
に
利
益
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に
す

る
の
で
あ
つ
て
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
封
建
的
社
会
秩
序
か
ら
中
流
階
級
社
会
秩

序
へ
の
漸
進
的
変
革
が
行
わ
れ
う
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
成
否
は
判
ら
な

い
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
政
府
の
中
南
米
諸
国
に
対
す
る
「
進
歩
の
た
め
の
同
盟
計

画
」
は
、
明
か
に
そ
の
意
図
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
の
戦
術
は
、
も
つ
と
も
急
進
的
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
革
命
的
中
流
階

級
が
権
力
を
握
る
の
を
同
情
的
態
度
で
み
て
お
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
・
ア

メ
リ
ヵ
に
と
つ
て
は
も
つ
と
も
消
極
的
な
戦
術
で
あ
る
。
た
だ
社
会
秩
序
の
変

革
の
試
み
は
、
必
然
的
に
土
地
貴
族
の
崩
壊
と
、
時
に
は
外
国
人
企
業
の
国
有

化
等
手
荒
な
手
段
を
伴
5
た
め
、
欧
米
人
に
と
つ
て
心
理
的
に
は
著
し
い
苦
痛

で
あ
る
。
し
か
し
、
か
く
し
て
生
ま
れ
た
こ
の
中
流
階
級
社
会
（
そ
の
地
域
の

特
殊
要
因
に
応
じ
て
、
議
会
民
主
主
義
か
ら
全
体
主
義
国
家
に
至
る
ま
で
の
振
幅
を

も
っ
）
こ
そ
、
西
欧
の
欲
す
る
中
流
階
級
社
会
の
現
状
維
持
を
擁
護
し
拡
大
す

る
も
っ
と
も
効
果
的
な
戦
術
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
欧
米
諸
国
の
欲
す
る
中
流
階
級
的
現
状
維
持
の
防
衛
の
た
め
に

は
、
真
の
上
か
ら
の
革
命
を
援
助
す
る
か
、
革
命
的
中
流
階
級
の
勃
興
を
支
持

す
る
以
外
は
な
く
、
道
徳
的
、
歴
史
的
に
妥
当
性
を
も
つ
こ
の
両
政
策
の
い
ず

れ
を
採
る
か
は
、
各
場
合
に
慎
重
な
検
討
の
後
決
定
す
べ
き
で
あ
る
と
著
者
は

結
論
す
る
。

　
三
　
以
上
六
つ
の
論
文
を
紹
介
し
た
が
、
残
り
の
五
つ
の
論
文
に
つ
い
て



は
、
紙
面
の
都
合
お
よ
び
特
に
注
目
す
べ
き
論
点
も
見
当
ら
な
か
つ
た
の
で
省

略
し
た
。
こ
の
論
文
集
を
一
読
し
て
痛
感
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

非
同
盟
に
対
す
る
認
識
と
理
解
が
、
漸
く
ダ
レ
ス
時
代
の
あ
の
「
敵
か
味
方

か
」
式
断
定
の
時
代
を
過
ぎ
、
そ
の
国
家
的
要
請
に
応
え
て
多
く
の
学
者
が
、

非
同
盟
の
国
際
政
治
上
の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
真
剣
に
研
究
し
は
じ
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
非
同
盟
に
対
す
る
無
理
解
が
、
ア
メ
リ
カ
の
莫
大
な
海
外
援
助
を
い
か
に
非

効
果
的
に
し
て
き
た
か
は
既
に
多
く
の
学
者
に
よ
つ
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
の
ア
メ
リ
カ
の
努
力
の
不
妊
性
に
つ
い
て
．
革
命
対
現
状
維
持
と
い
う
観
点

か
ら
批
判
を
試
み
た
ア
ス
パ
チ
ュ
リ
ア
ン
の
論
文
は
．
本
論
文
集
中
も
つ
と
も

注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
国
家
的
利
益
が
、
非
同
盟
諸
国
に

お
け
る
革
命
運
動
に
反
対
し
、
現
状
維
持
の
た
め
努
力
す
る
こ
と
を
要
求
す
る

か
否
か
（
ま
た
要
求
す
る
と
す
れ
ぽ
．
い
か
な
る
現
状
維
持
か
）
に
つ
い
て
真
正

面
か
ら
取
上
げ
た
論
文
は
従
来
皆
無
に
等
し
い
。
そ
の
意
味
で
、
彼
が
中
流
階

級
的
理
念
社
会
体
系
（
マ
ル
ク
ス
学
派
の
プ
・
レ
タ
リ
ア
ー
ト
支
配
に
対
比
せ
し

め
た
意
味
で
の
）
の
擁
護
と
い
う
視
点
か
ら
問
題
を
提
起
し
、
そ
こ
か
ら
ア
メ

リ
カ
の
と
る
べ
き
戦
術
を
帰
納
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
な
お
未
完
成
と

は
い
え
興
味
深
い
一
つ
の
試
み
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
前
号
で
筆
者

は
、
セ
ン
の
「
冷
戦
と
の
闘
い
」
を
紹
介
し
た
が
、
非
同
盟
諸
国
の
側
か
ら
み

た
情
熱
的
、
主
観
的
な
非
同
盟
の
解
説
書
で
あ
る
同
書
を
、
本
書
と
併
せ
て
読

む
こ
と
に
よ
つ
て
一
層
非
同
盟
を
良
く
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
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